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ＮＧＯ／外務省 援助効果意見交換会（第 1回会議） 

 公式議事録 

 

１. 日時： 平成２２年３月１９日（金） 11:00-13:00 

２. 場所： 外務省 会議室８８６号室 

３. 参加者： ＮＧＯ側１７名、外務省５名、ＪＩＣＡ １名 (別紙参照) 

４. 共同議長： 伊藤恭子 外務省国際協力局開発協力企画室長 

大橋正明 ＪＡＮＩＣ理事長 

５. 議事： 

（１） 議題１：ＮＧＯ／外務省／ＪＩＣＡからの情報共有（援助効果に関する進捗や計画の共有） 

（イ） 南協力及び能力向上に関するハイレベル・イベント（ボゴタＨＬＥ）への準備 （外

務省／ＪＩＣＡ） 

（ロ） 対日援助審査の進捗（外務省／ＪＩＣＡ） 

（ハ） 第四回援助効果向上にかかるハイレベル・フォーラム（ＨＬＦ４）への準備（外務省

／ＪＩＣＡ） 

（ニ） ＣＳＯの援助効果（アカウンタビリティー、開発効果）にかかる取組の進捗 

（２） 議題２：援助効果意見交換会の実施に関する討議（開催のあり方、議題、時期等） 

（３） 自由討論：参加者全員 

（４） 閉会挨拶：伊藤恭子 国際協力局開発協力企画室長 

 

 

＜議事録＞ 

議題１：ＮＧＯ／外務省／ＪＩＣＡからの情報共有 

大橋：本日の意見交換会は、今後の進め方、論点について、双方の考えを確認するという位置づけ

で進めていきたい。 

 

（イ） ２０１０年３月の南南協力及び能力向上に関するハイレベル・イベント（ボゴタＨＬＥ）へ

の準備 

<説明> 

伊藤（外務省）：配布資料に基づいて説明。 

三田村（ＪＩＣＡ）：ボゴタＨＬＥは、事例分析に立ったエビデンス・ベースで議論することが最大

の特徴。１１０件程度のケーススタディー（うち日本が関わった案件は２０数件）に則って議論を

行う。 

<主な質疑応答> 

大橋：市民社会関係者の参加は？ 

伊藤：会議自体には Better Aid が中心となって、ＣＳＯに声をかける形。準備プロセスにおいては

執行委員会にもＣＳＯ関係者が入っている。 

 

（ロ）対日援助審査の進捗（外務省／ＪＩＣＡ） 

<説明> 

伊藤：ＤＡＣ対日援助審査では、本国審査及びフィールド調査の後も、追加資料要求、追加質問へ

の対応が１月末まで続いていた。まもなく報告書案第一案が提出される見込み。最終報告書案は５

月２０日のＤＡＣ援助審査会合で審査が行われる。翌日にドラフティング・セッションがあり、勧

告案が完成する予定。その後、他のＤＡＣ諸国が最終案を確認後、ＯＥＣＤと日本国内で同時にプ

レスに発表する見込み。報告書及び要約の英語版は７月ぐらいに出る予定。日本語版は翻訳する範

囲を 検討中だが、勧告部分のみであれば遅くても７月には作成可能。 
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（ハ）第四回援助効果向上にかかるハイレベル・フォーラム（ＨＬＦ）への準備（外務省／ＪＩＣ

Ａ） 

<報告> 

伊藤：２０１１年１１月２９日から１２月１日、ソウルでＨＬＦ４が行われる。議題については、

現在ＤＡＣ援助効果作業部会で検討中。新興ドナー、ＣＳＯなどを含めた開発効果向上が争点とな

るだろう。韓国は次の三本柱を打ち立てている。（１）パリ宣言とＡＡＡの進行状況、（２）新たな

援助構造、（３）ポストパリ宣言。今後も「援助効果」という概念を中心にするのか、開発効果につ

いての議論に発展させるのかも含め、７月の次回援助効果作業部会で大枠を議論する予定。パリ宣

言のモニタリングについては、来年の第１四半期から各途上国での作業を開始。また、日本のパリ

宣言への取組の評価（パリ宣言本部評価）も別途実施するため、コンサルタントを公示している。

パリ宣言本部評価の過程では、市民社会からの聞きとり調査も実施する可能性有り。 

 

 

（二）ＣＳＯの援助効果（アカウンタビリティー、開発効果）にかかる取組の進捗 

<報告１> 

遠藤：配布資料に基づき「日本の市民社会組織による援助効果議論への取り組み」を報告。 

<報告２> 

高橋：配布資料に基づき、韓国の Open Forum に関して報告。 

 

（議題２）援助効果意見交換会の実施に関する討議（開催のあり方、議題、時期等） 

（１）開催のあり方と時期について 

大橋：ＮＧＯ側からの提案について実施要綱案を基に説明。開催頻度は２０１０年度、２０１１年

度それぞれ３回ぐらいを期待している。提案した実施要綱には書いていないが、３回のうち１回程

度は、広く市民に呼びかけてオープンに行うというアイディアもある。または、３回とは別にオー

プンなイベントを実施するのも一案。議事録について、逐次は難しいということであれば、外務省

に短いものを作成いただくことは可能か。一方で、ＮＧＯ側もＮＧＯ内部で回覧するための非公式

のメモも作成したい。また、外務省とＪＩＣＡの担当課を確認していただきたい。 

伊藤：年三回という開催頻度については合意する。開かれたフォーラムを１回開くというのは、ア

イディアとしては面白いが検討させていただきたい。議事録について、要約版の記録は必要。しか

し、毎回外務省が作成するのではなく、ＮＧＯと交互に作成できないか。議事録をＪＡＮＩＣ等の

ホームページ上で公開するのは異存なし。 

 

<意見交換> 

・（ＮＧＯ）年１回のＮＧＯ外務省定期協議会・全体会議のみで本意見交換会の報告をするのは回数

が少ないため、ＯＤＡ政策協議会及び連携推進委員会でも随時報告するべきでは。 

・（ＮＧＯ）市民に開かれたフォーラムは、どういうイメージで開催するのか議論が必要では。また

この援助効果の意見交換会の位置づけも整理するべきでは。 

・（ＮＧＯ）意見交換会で全ての議論を行うというのではなく、積み上げのために必要に応じて別途

会合を開催しては。また、意見交換会の前後に質問や大まかな回答などを相互に交換しながら補

完してはどうか。 

 

<決定事項> 

・ 枠組（ＮＧＯ外務省定期協議会の枠組で行う）、開催頻度（年３回程度、２０１１年度まで）、

参加者（ＮＧＯ、外務省、ＪＩＣＡの３者を中心とする）、議長（ＮＧＯと外務省の共同）につ

いての大枠は合意。 
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・ 市民に開かれたフォーラムの開催等、詳細については、ＮＧＯ側でもう少しつめた議論が必要で

あり、再度ＮＧＯ側で調整したうえで外務省と調整する。また、外務省でも検討する。 

・ 議事録は、ＮＧＯと外務省が交代で作成する。逐次ではなく、２～３ページの要旨をまとめた記

録とする。ＮＧＯ側は、ＪＡＮＩＣのみが記録をつくるのではなく、ＮＧＯの持ち回りで担当す

る。必要に応じて、ＮＧＯ側、外務省側がそれぞれ解説メモを作成する。 

 

（２）テーマについて 

高橋：資料に基づきテーマに関する案を発表。最初の 1 回目は、援助効果の大枠、ソウルＨＬＦの

直前には、ソウル宣言（仮）に関する意見交換、また、ソウルＨＬＦ後にソウルＨＬＦの報告と

するのが適当。その場合、第２回～第４回の３回の会議で、個別のテーマについて深く議論がで

きる。 

伊藤：テーマについては、ＮＧＯ側の提案を基本的に受け入れたいと考えている。 

 

<決定事項> 

・ テーマについてはＮＧＯ側で調整が必要。ＮＧＯ側で調整をしたうえで、外務省側と再度調整を

する。 

・ スケジュールについては、７月７日からＤＡＣで援助効果作業部会が実施されるため、その前に

次回の会議を行う方向で調整する。ただし、ＯＤＡ政策協議会など、定期協議会全体のテーマ設

定や開催日も考慮しながら、具体的な日程については検討する。 

 

（３）その他 

 以下についてＮＧＯ側から外務省に要請した。 

・ 東京開催が原則となると、地方からの参加が限られてしまう。そのための資源、費用も必要であ

るので、地方からの参加者のための交通費の補填を外務省がしていただけるかどうか、検討いた

だきたい。 

・ 援助効果に関する議論を市民社会で行うため、外国からのＮＧＯ関係者の招聘、また日本のＮＧ

Ｏ関係者の国際会議への出席の費用についても、外務省として何らかの形で補填をしていただけ

るかどうか、幅広く検討いただきたい。 

以上 


